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ない。さらに、6pl・10pl・19pl の 3 サイズのドットと濃淡 6 色インクを精密に配置するマ
ルチサイズドットテクノロジー（MSDT）が、なめらかでよりリアルな階調表現と、印刷







ラレル I/F と Macintosh 用シリアル l／F に加え、最新の USB（Universal Serial Bus）を
標準装備したので、Windows でも Macintosh でも接続ケーブルだけですぐに接続できる。
さらにこの 2 機種に加え、「PM－600C」の後継機として解像度を 1440×720dpi に向上さ
せた Windows 専用機「PM－670C」をラインナップに追加した。 














とか、店によっては 200％のところもあった。Windows98 の効果もあるし、アップルの 
i MAC や SONY の VAIO の効果も大きかった。そして１９９８年の年末商戦の特徴は「女
性がパソコンを買う」ことだった。若い女性がパソコン市場にひしめいているという現象
が随所で見られるということは、家庭にパソコンが導入される徴候である。パソコンはつ
い 1～2 年前までは、性能と価格の競争だった。いかに早くインテルの最新 CPU を搭載す
るか、アプリケーションソフトをバンドルしていかに安くするか、そういう性能と価格の






















価格は 69,800 円だった。 
プリントン PT-100 の発売に合わせ、光学 3 倍ズーム搭載の超高画質デジタルカメラ 
「カラリオ・フォト CP-700Z」も新発売した。 
 「カラリオ・フォト CP－700Z」は、130 万画素 CCD（1280×960 ピクセル）を使用し




 価格は 89,800 円だった。 









































インターレーザーLP-9600（1 分間に 40 枚印刷可能な高速ネットワークプリンタ）は、大
きな期待があったにもかかわらず、１９９８年１０月発売以来、しばらく低迷が続いた。
１０月５０台強、１１月１５０台強しか売れず、某調査会社のスタッフがしたり顔に、「こ































































とを考慮すると、Windows98 や iMac の発売に喚起された個人向け市場における夏以降の
需要回復だけでは到底達成できない数字であった。 
 


































































































３．スーパーカラリオが牽引 ― エプソン販売１９９９年度売上２３００億円超へ 
１９９９年度の日本経済は、経済政策による下支えもあり景気は下げ止まりを見せたが、
個人消費は足踏み状態を続け、民間設備投資の回復力も依然弱く、厳しい状況で推移した。


































に迫る「10 年プリント」を採用していたので、初心者でもデジタル写真を DPE 専門ショ
ップ同様に美しい品質で出力することができる（「セルフラボプリント」）というわけだ。 












     
 また、PM－800DC は、PM－800C の基本性能にプラスして、デジタルカメラ用のメモ
リカードドライブを標準装備していた。画像データの入ったメモリカードを差し込むと、




新商品 PM－760C は、ベストセラープリンタ PM-770C／PM－3000C 同様、大中小 3
サイズのインクドットを自在に混在させるマルチサイズドットテクノロジ（MSDT）を採
用し、超写真画質を低価格で実現したハイコストパフォーマンスモデルである。 
アップルユーザーを想定して、PM－760C の 3 色のスケルトンタイプのスペシャルカラ
ーバージョンモデルを用意したのも特徴である。アップルコンピュータ社の iMac や iBook
の本体カラーに合わせた、ブルーベリーカラーモデル PM－760CB、タンジェリンカラーモ
デル PM－760CT、また、西暦 2000 年を控えたミレニアムカラーとしてシルバーを採用し










売数量が増えるという「異変」である。勿論、主力のフラグシップ機種 PM－800C や PM























































































































































μ－CRYSTA テクノロジー搭載フォトマッハジェットプリンタ 4 機種は下記のとおりで
ある。 
A3 プラス（ノビ）サイズ対応     μ－CRYSTA MC－2000(¥148,000) 
A3 プラス（ノビ）サイズ対応 MAXARTμ－CRYSTA MC－5000(¥348,000) 
A１プラス（ノビ）サイズ対応 MAXARTμ－CRYSTA MC－7000(¥598,000) 



































































び E ビジネス推進強化」である。システム開発本部はシステム開発部と E ビジネス推進部
の２部を所管する。システム開発本部長には上田取締役が就任し、システム開発部は酒井









10 月 4 日に、２０００年の年末商戦向けコンシューマ系インクジェットプリンタ新製品
発表記者会見が行われた。フラグシップの PM－900C(¥69,800)、PM－820C の後継機 PM
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れた。最大の特長は MC－9000／PM－9000 に比べて印刷スピードが約 2．5 倍になったこ
とだ。A１サイズの高精細なカラープリントは従来製品だと、1 枚印刷するのに約 30 分か
かったが、今回の新製品なら 1 枚 12～13 分で印刷できる。十分業務用のニーズに応えられ
るスピードだ。 

























辺フチなし印刷もできれば、ロール紙連続印刷もできる。勿論 PIM 技術が搭載されている。 
CP－920Z はしばらく日本市場から姿を消していた EPSON のデジタルカメラの復活第
一号新製品である。当然 PIM 技術が搭載されていて、CP－900Z を上回る高性能デジタル
カメラである。 
 




















































業転換させることはそれほど簡単なことではなかった。吉江代表以下関係者は 98 年 4 月に
日野のソーテック社内にサービス事業を立ち上げ、翌年 99 年 4 月にはエプソンサービスが








































  Ⅰ 「人材育成＝活躍できる（育つ）環境づくり」 
Ⅱ 常にマーケットを指向した企業風土の醸成 
 Ⅲ 組織として活動を進めるための仕組みづくり 
を全社をあげて推進する 
 














































































































2pl のインクドット、2880dpi の世界最高解像度で写真の空気感まで表現。また、7 色の
インクカートリッジを独立機構とし、「ダークイエロー」インクを「黒」インクに交換する
と黒ノズル数が 2 倍の高速仕様機に変身する「インクチェンジシステム」を搭載。 
＊マルチ・プレイ・プリント機能＋新高画質 PM－890C 
最小サイズ 4pl、最高解像度 2880dpi の豊かな階調表現。四辺フチなし全面印刷の印刷速
度を大幅に向上し、従来機比約 1.7 倍（L サイズ印刷時）の高速印刷を実現。CD－R 印刷
と厚紙印刷、ロール紙印刷に標準対応。 
＊高コストパフォーマンスのスタンダード機 PM－830C 
＊低価格で四辺フチなし印刷に対応    PM－730C 
最小サイズ 4pl、1440dpi の高解像度で、カット紙での四辺フチなし全面印刷に対応。PM
－830C は、従来機比約 1．7 倍（L サイズ印刷時）の印刷速度を実現し、さらにロール紙
印刷にも標準対応。 
 それぞれの製品価格は以下のとおりである。 
商品名  価格（税別）  発売時期  
PM－950C  59,800 円    
PM－890C  45,800 円  10 月 5 日  
PM－830C  34,800 円    
PM－730C  24,800 円   
 
エプソン販売は旧機種をほとんど９月中に売り切ったから、１０月５日の発売日には４



























4 機種はバランス良く売れた。とくに上位機種の PM－950C、PM－890C は計画をはるか









ら、コンシューマ系の需要に急ブレーキがかかってしまった。例年 1 月は商閑期で、12 月



























各社のデジカメ新製品に PIM が搭載された。PIM 搭載のエプソンプリンタを併用すること
で、デジカメ撮影者のイメージどおりの写真をプリントできる環境作りがスタートできた。 
この PIM がきっかけで、業界団体が動き、業界標準を作ろうという話になり、PIM のエ
ッセンスをベースとした Exif 2.2（Exif Print）ができた。ただ、Exif2.2 だけでは必ずしも




Ａ3 サイズの写真印刷用顔料系インクジェットプリンタとしては、既に 2 年前に MC－





































































































































































 年度   売上高   経常利益   ＴＰ・ＧＴ   ＰＣ   ＳＤ   ＰＪＴ 
 1992      1,038 億円   －4 億円       168 億円      293 億円       億円  億円 
 1993      1,082         10           251           313 
 1994      1,013          3           473           398 
 1995      1,241         11           779           259 
 1996      1,464         23          1,012          164 
 1997      1,616         43          1,218          134 
 1998      1,878         42          1,470          137 
 1999      2,333         32          1,826          209         141       69 
 2000      2,662         39          2,112          232         106       117 
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